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1.　はじめに
　当社の物流エンジニアリング部門は，立体自動倉庫を核

として事業を推進している。立体自動倉庫の市場は，徐々

に拡大化の方向に移っていくと考えられるが，その大部分

が民需のため，受注競争は激化し，価格の低減化も依然進

行している。

　このような状況の中で，立体自動倉庫の競争力向上のた

めに，その機能アップおよびコストダウンを図ってきた。

立体自動倉庫の機能アップについては，制震ダンパーを

使った制震構造の開発，温熱環境のシミュレーション手法

の開発を行った。コストダウンについては，設計数量の最

少化，施工単価の低減化（以下，従来型のコストダウンと

略記する）を行ったが， スタッカクレーン

および入出庫ステーションで構成されている。ラックに

は，ビル式ラック（ラックの主要構造物に屋根および壁を

取り付け，屋外に設置するラック）とユニット式ラック

（建築物から切り離され，自立したラック）があるが，本

報の対象は，前者のビル式ラックであり，パレット保管を

する立体自動倉庫である。
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ものであるが，トラス状に接合され，組立材を形成してい

る。組立材は，収納物の重量を支えるとともに，地震や風

などの外力に対して抵抗可能な架構としての耐力と剛性を

確保している。

　組立柱（荷受材，柱，柱ラチスを溶接接合したもの。

以下，パネルと略記する）は，工場で製作され，現場で，

水平材，鉛直ブレース，上部梁などと高力ボルト接合さ

れる。

　鉛直力と水平力とを負担するパネルをメインパネルと呼

び，鉛直力のみを負担するパネルをサブパネルと呼ぶ。

ラック構造には，Fig.1のような，すべてのパネルをメイ
ンパネルとする構造と，メインパネルとサブパネルとを交

互に配置する構造とがある。

Fig.1　General view of usual type structure

Fig.2　General view of new type structure

Fig.3　Plan of usual type structure

Fig.4　Plan of new type structure

2.2　新構造形式の特徴

　2.1節で述べたように，ラックは数多くの部材で構成さ

れている。従来型のコストダウンは，それぞれの部材のス

リム化であった。新構造形式を考案する際に，立体自動倉

庫を構成するパネルの総数に着目し，その低減化を図っ

た。つまり，全体の製作パネル数が減れば，輸送パネル数

が減り，建方での揚重ピース数も減り，製作・建方でのコ

ストダウンが可能と判断した。

　考案した新構造形式を Fig.2に示す。また，従来構造の　考案した新構造形式を
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(3) 鉛直ブレースを2分割し（新構造形式では1本），サブ

パネルの荷受材部分にガセットプレートを配置し，メイン

パネルあるいはサブパネルに地組みして揚重できる構造と

した。

3.3　施工

3.3.1　製作

　Photo 2にサブパネルの製作状況を示す。
　次に，製作実績について述べる。

(1) サブパネルは，Fig.2に示すように支柱に荷受材を溶接
しただけの構造であり，パネルとしての剛性が小さい。必

要な製作精度が確保できるかどうか懸念されていたが，長

方形のパネルが平行四辺形に変形することもなく，精度を

確保することができた。

(2) サブパネルは，前述のように簡単な構造であり，製作

工数削減に大きく寄与している。

(3) メインパネルは，当初背中合わせの 2棚分の荷受材を

1本の部材で通していたが，製作上それぞれの棚で分割し，

2本とした（Fig.4は 2分割した後の図）。
(4) 鉄骨製作工場で収集した製作工数データから，N社立

体自動倉庫の特殊性の要因を除くと，新構造形式の全体製

作工数は従来構造とほぼ同じであっ


